
1 つがる市議会だより－第46号

第46号 平成27年11月発行

定例会の概要 ………… 2～ 4
一般質問 ………………… 5～ 8
予算決算特別委員会の審査 … 9
総括質疑 …… 10

第 3 回臨時会の概要 ………… 10

所管事務調査 ………………… 11

クールつがる・議会の動き …12

９月定例会
の内容をお知らせします

議員定数２名削減を議員発議
（関連記事 2頁） 　　　　　　　　

おらほのご
た

長
か

寿
稲垣地区　　　　　　　　

黒滝 まさ さん

103歳 　　



2第46号－つがる市議会だより

つがる市議会9月定例会

【今定例会の議案】
　　　　市長提出議案 … 17件（27年度各会計補正予算・26年度各会計決算10件 ほか 議案 7件）

　　　　議員提出議案 … 2件（つがる市議会議員の定数を定める条例の一部を改正する条例
つがる市議会会議規則の一部を改正する規則　　　　　　　）

　　　　請　　　　願 … 2件（11ページ参照）　　　　　　　　　計　21件（ほか報告 2件）

会期16日間　9月3日～ 9月18日

※ 各議案を、原案のとおり可決・認定しました。請願 2 件のうち1件は不採択となりました。全ての議案名は市
のホームページをご覧いただくか、議会事務局へお問い合わせください。

議員発議による　議員定数削減条例案可決

次期一般選挙（2019年2月）より議員定数18名へ
　今定例会で議会改革検討特別委員長が、議員の定数を定める条例の一部を改正する条例案を上程し

可決されました。これは、議員定数を削減するために提案されたものです。反対討論、賛成討論を経

た起立採決の結果は、賛成17票、反対 2票でした。以下、提案理由及び反対討論、賛成討論の要旨を

お伝えします。（賛否結果次頁下段※）

提案理由 　（長谷川　徹 議会改革検討特別委員長）

　人口減少はじめ、先行き不透明な財政状況を見据え、行財政改革の一翼を担う議会として、自らの

意思で効果の見える改革を行わなくてはならない。また、今後、議会改革を進める上で、議会中継シ

ステムやタブレット導入も予定され、削減の効果額は、これらの改革の財源の一部に充てることがで

きるものでもある。行政執行の適正さや有効性評価、監視などを考慮した定数であるべきとの認識か

ら、 2名削減の新定数18名を提案する。

反対討論 　松橋　勝利　議員

　今後も少子高齢化が進行する見込みであ
り、地域の少数意見が市政に届きにくくな
ることを危惧する。また、なぜ改選後 1年
も経ていないこの時期の提案なのかも疑問
である。定数削減ではなく議員報酬削減で
財政改革に寄与すべきであり、　議員数削
減には反対する。

賛成討論 　佐藤　孝志　議員

　基幹産業である農業、特に米価の下落等により市
民生活は厳しい状況にある。また、人口減少による
税収入の落ち込みも予想される中、議員自らが身を
切る改革を示すべきである。議員は一層責任を自覚
し、市民の声を市政に届けるとともに、自らの資質
向上に努め、切磋琢磨しながら市民の付託に応えて
いくべきであり、それも定数削減効果のひとつと考
える。また削減は選挙が近づいてから行うのではな
く、十分な周知を図れる点からこの時期が適切と考
える。 2期連続とはなるが定数削減に賛成する。
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各項目を一人あたりの支出に換算すると パーセンテージについては端数調整をしています

福祉・社会保障のために
186，502円

26％

教育などのために
51，606円

7 ％

道路などの整備に
64，077円

9 ％

保健や環境衛生などに
49，014円

7 ％

消防・防災対策などに
52，171円

7 ％
農業・商工・観光振興などに

118，378円

18％

議会運営のために
6，642円

1 ％

その他のサービスなどに
59，268円

8 ％

基金（預金）積み立てに
25，770円

4 ％

公債費（借入金の返済）に
93，991円

13％

　平成26年度特別会計決算の状況 ※ 1万円未満四捨五入

区　　分 収　　入 支　　出 翌年度へ繰越すべき財源 実質収支
農 業 集 落 排 水 事 業 7億1，139万円 7億1，022万円 0 117万円
公 共 下 水 道 事 業 6億3，963万円 6億3，859万円 0 104万円
国 民 健 康 保 険 56億6，119万円 54億3，687万円 0 2 億2，432万円
後 期 高 齢 者 医 療 6億5，004万円 6億4，496万円 0 508万円
介 護 保 険 42億9，568万円 42億9，177万円 0 391万円

※ 賛　否　結　果

議 案
番 号

議席番号及び
議員名

件　名

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20

賛　

成

反　

対

議
決
結
果

齊
藤　
　

渡

田
中　
　

透

佐
々
木
敬
藏

長
谷
川
榮
子

成
田　
　

博

木
村　

良
博

佐
藤　

孝
志

長
谷
川　

徹

三
上　
　

洋

野
呂　
　

司

天
坂　

昭
市

成
田　

克
子

佐
々
木
直
光

佐
々
木
慶
和

平
川　
　

豊

山
本　

清
秋

伊
藤　

良
二

松
橋　

勝
利

白
戸　

勝
茂

髙
橋　

作
藏

発　議
第 3号

つがる市議会議員の
定数を定める条例の
一部を改正する条例

○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ̶ ○ ○ ○ × ○ ○ 17 2 可決

議長は裁決に加わりません。○は賛成、×は反対。

　平成26年度一般会計決算の状況 ※1万円未満四捨五入

　 収 　 入 　 252億2，022万円
　 支 　 出 　 245億7，497万円
繰 越 金 （翌年度へ繰り越したお金） 1 億9，389万円
実 質 収 支（ 残 っ た お 金 ） 4 億5，136万円

平成26年度の主な事業
●市民特別健診事業…………………………………………… 2億2，508万円
●地域住宅支援事業（桜木団地建替え）……………………… 5億5，136万円
●消防施設整備事業…………………………………………… 3億1，295万円
●合併10周年記念事業………………………………………………1，347万円
●大雨被害農業者支援補助金………………………………………1，978万円
●つがるブランド推進会議補助金…………………………………2，825万円

一般会計　市民一人あたりの支出　707，417円　※小数点以下四捨五入

人口　34，739人（平成27年 3 月末現在　外国人を含む）で単純に算出したものです。

平成26年度一般会計予算はこのように使われました
　平成26年度一般会計決算額を市民一人あたりでみた場合、市民の皆さんが負担した市税（市民税・固定資

産税など）は69，931円で、市民の皆さんのために使われた予算は707，417円になりました。この差額は、地

方交付税はじめ国・県支出金などで賄われています。

平
成
二
十
六
年
度
各
会
計
決
算
を
認
定

　

9
月
定
例
会
で
は
平
成
26
年
度
各
会

計
の
歳
入
歳
出
決
算
に
つ
い
て
、
全
議

員
に
よ
る
予
算
・
決
算
特
別
委
員
会
で

審
査
し
、
い
ず
れ
も
認
定
す
べ
き
も
の

と
決
し
ま
し
た
。
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議
案
第
90
号　

つ
が
る
市
消
防
署
再
編
統
合
計
画
策
定
審
議
会
条
例

消
防
署
再
編
統
合
計
画
策
定
審
議
会
を
設
置
し

再
編
統
合
を
進
め
ま
す

■ 

審
議
会
は
次
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
調
査
審
議
し
、
そ
の
結
果
を
市
長
に
答
申

し
ま
す
。

1　

消
防
署
再
編
統
合
計
画
の
策
定
に
関
す
る
こ
と

2　

消
防
力
の
整
備
に
関
す
る
こ
と

3　

そ
の
他
再
編
統
合
に
つ
い
て
必
要
と
認
め
る
こ
と

■
委
員
の
構
成
（
20
人
以
内
で
組
織
）

つ
が
る
市
議
会
議
員

つ
が
る
市
内
自
治
会
等
の
代
表

つ
が
る
市
消
防
団
長
及
び
地
区
団
長

ほ
か
市
長
が
適
当
と
認
め
る
者

主
な
質
問

問

 

計
画
策
定
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。
ま
た
、
再
編
統
合
後
の
体
制
で
業
務
を
開

始
す
る
の
は
い
つ
ご
ろ
に
な
る
の
か
。

答

 

本
年
度
中
に
方
針
を
定
め
、
平
成
28
年
度
よ
り
計
画
を
策
定
し
、
平
成
31
年

4
月
か
ら
の
業
務
開
始
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

議
案
第
92
号　

つ
が
る
市
環
境
基
本
条
例

健
康
で
文
化
的
な
生
活
水
準
確
保
に
寄
与
す
る
こ

と
を
目
的
に
つ
が
る
市
環
境
基
本
条
例
を
定
め
ま
す

■ 

環
境
基
本
計
画
を
作
成
し
、
環
境
保
全
及
び
創
造
に
関
す
る
施
策
を
総
合
的
か
つ

計
画
的
に
進
め
ま
す
。
な
お
、
基
本
計
画
策
定
に
当
た
っ
て
は
、
環
境
審
議
会
で

審
議
し
ま
す
。

■
条
例
が
定
め
る
、
市
民
、
事
業
者
及
び
市
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
（
抜
粋
）

市　

民
…
•
廃
棄
物
の
排
出
抑
制
及
び
再
生
利
用
を
図
る

　
　
　
　

•
環
境
保
全
に
努
め
市
が
実
施
す
る
施
策
に
協
力
す
る

事
業
者
…
•
公
害
発
生
防
止
の
た
め
に
必
要
な
措
置
を
講
ず
る

　
　
　
　

• 

資
源
及
び
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
有
効
活
用
を
図
り
、
廃
棄
物
の
排
出
抑
制

及
び
再
生
利
用
を
図
る

　
　
　
　

•
環
境
保
全
に
努
め
市
が
実
施
す
る
施
策
に
参
加
し
協
力
す
る

　

市　

…
•
環
境
保
全
の
た
め
基
本
的
か
つ
総
合
的
な
施
策
を
策
定
し
実
施
す
る

　
　
　
　

• 

市
民
の
自
主
的
な
活
動
へ
の
取
り
組
み
を
支
援
し
率
先
し
て
各
種
施

策
を
推
進
す
る

主
な
質
問

問
 

ご
み
処
分
場
や
違
法
投
棄
の
現
場
等
を
審
議
会
委
員
が
視
察
し
た
り
、
定
期

的
に
巡
回
す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答

 
今
回
情
報
提
供
の
あ
っ
た
場
所
及
び
最
終
処
分
場
等
を
視
察
す
る
な
ど
、
適

切
に
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

　

今
回
の
議
案
の
中
か
ら
２
件
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
。
そ
の
内
容
を
お
伝
え
し
ま
す
。



　 一 般 質 問 ここが聞きたい 各議員の質問と答弁の要旨を掲載しています。
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問
 

本
年
7
月
1
日
よ
り
児
童
相
談
所

全
国
共
通
ダ
イ
ヤ
ル
が
こ
れ
ま
で

の
10
ケ
タ
か
ら
3
ケ
タ
の
1
8
9
番
（
イ

チ
・
ハ
ヤ
・
ク
）
と
な
っ
た
。
本
市
に
お
い

て
も
児
童
虐
待
の
未
然
防
止
策
と
し
て
1

8
9
番
の
周
知
徹
底
を
図
っ
て
は
ど
う
か
。

答

 

ポ
ス
タ
ー
の
掲
示
等
を
市
役
所
ロ

ビ
ー
や
各
施
設
等
に
依
頼
し
周
知

に
努
め
て
い
ま
す
。
今
後
も
児
童
相
談
所

と
連
携
し
取
り
組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。問

 

虐
待
の
通
報
に
は
児
童
相
談
所
と

市
が
連
携
し
て
対
応
す
る
こ
と
に

な
る
が
、
担
当
課
に
適
切
な
人
員
配
置
は

で
き
て
い
る
か
。
ま
た
、
本
市
の
相
談
件

数
は
。

答

 

福
祉
課
に
お
い
て
2
名
が
兼
務
で

担
当
し
て
お
り
ま
す
。
ほ
か
、
健

康
推
進
課
の
保
健
師
、
教
育
委
員
会
指
導

課
の
担
当
と
日
頃
か
ら
連
携
し
て
お
り
ま

す
。
相
談
件
数
に
つ
い
て
は
平
成
26
年
度

は
ゼ
ロ
で
し
た
。
し
か
し
、
継
続
的
な
見

守
り
等
を
要
す
る
以
前
か
ら
の
ケ
ー
ス
が

11
件
ほ
ど
あ
り
対
応
し
て
い
ま
す
。

問

 

教
職
員
の
目
配
り
が
虐
待
の
早
期

発
見
に
つ
な
が
る
と
考
え
る
。
学

校
内
で
も
1
8
9
番
の
周
知
を
図
る
べ
き

で
は
な
い
か
。

答

 

管
内
各
校
に
ポ
ス
タ
ー
を
配
布
し
、

保
護
者
に
も
周
知
す
る
よ
う
依
頼

し
ま
し
た
。
ま
た
、
教
育
要
覧
に
頁
を
設

け
、
研
修
資
料
と
し
て
活
用
で
き
る
よ
う

に
す
る
と
と
も
に
、
指
導
課
で
こ
れ
に
関

し
指
導
や
助
言
を
し
て
お
り
ま
す
。
保
護

者
の
養
育
態
度
に
心
配
な
面
が
あ
る
場
合

に
は
学
校
と
各
担
当
課
が
連
携
し
、
ケ
ー

ス
会
議
で
情
報
共
有
す
る
と
と
も
に
適
切

な
支
援
や
対
応
を
協
議
す
る
体
制
を
と
っ

て
お
り
ま
す
。

問
 
カ
ラ
ス
の
大
群
の
鳴
き
声
と
大
量

の
糞
に
不
快
感
を
示
す
市
民
も
多

く
環
境
美
化
の
面
で
も
問
題
で
あ
る
。
な

ん
ら
か
の
対
策
を
講
じ
て
は
ど
う
か
。

答

 

カ
ラ
ス
の
個
体
数
を
減
少
さ
せ
る

た
め
、
ひ
と
の
生
活
環
境
か
ら
エ

サ
を
出
さ
な
い
取
り
組
み
を
継
続
し
て
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
市
で
は
ご
み
集
積

箱
の
改
修
を
い
ち
早
く
進
め
、
生
ご
み
が

カ
ラ
ス
の
エ
サ
に
な
ら
な
い
状
況
を
作
り

上
げ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
捕
獲
駆
除
を
毎

年
実
施
し
、
昨
年
度
は
1
0
1
羽
駆
除
し

て
お
り
ま
す
。
今
後
も
効
果
的
な
対
策
に

つ
い
て
情
報
収
集
す
る
と
と
も
に
、
糞
の

清
掃
等
に
つ
い
て
も
関
係
部
局
と
住
民
と

の
相
互
協
力
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

問

 

老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
若
緑
団
地

の
建
て
替
え
計
画
は
あ
る
の
か
。

答

 

若
緑
団
地
の
建
て
替
え
に
つ
い
て

は
、桜
木
団
地
建
て
替
え
工
事（
平

成
25
年
度
か
ら
32
年
度
ま
で
の
8
年
計

画
）
完
了
の
目
途
が
つ
い
た
後
に
、
事
業

の
可
否
に
つ
い
て
検
討
に
入
る
こ
と
に
な

ろ
う
か
と
考
え
ま
す
。

問

 

桜
木
団
地
の
進
捗
状
況
は
ど
う
か
。

答

 

事
業
着
手
の
平
成
25
年
度
は
1
0

0
％
の
予
算
が
付
き
ま
し
た
が
、

26
年
度
、
27
年
度
は
要
望
に
対
し
70
％
の

交
付
決
定
と
な
っ
て
お
り
、
完
了
が
遅
れ

る
可
能
性
も
出
て
お
り
ま
す
。

問

 

桜
木
団
地
の
新
規
募
集
戸
数
と
申

込
み
者
数
は
。

答

 

平
成
26
年
度
は
9
戸
に
対
し
34
人

の
応
募
。
27
年
度
は
3
戸
に
対
し

25
人
の
応
募
で
し
た
。

問
 

人
口
減
少
対
策
の
面
か
ら
も
住
宅

の
整
備
は
重
要
。
若
い
世
代
の
流

出
を
防
ぐ
た
め
に
も
、
何
と
し
て
も
予
定

ど
お
り
に
桜
木
団
地
を
完
成
さ
せ
、
若
緑

団
地
に
も
着
手
し
て
も
ら
い
た
い
が
ど
う

か
。

答

 

国
の
予
算
配
分
が
縮
小
し
て
お
り
、

遅
れ
る
可
能
性
も
あ
る
こ
と
か
ら
、

予
算
獲
得
の
た
め
国
、
県
へ
の
陳
情
に
努

力
し
ま
す
。

問

 

道
の
駅
も
り
た
ア
ー
ス
ト
ッ
プ
に

あ
る
産
直
の
拡
張
計
画
の
そ
の
後

は
。答

 

ア
ー
ス
ト
ッ
プ
の
建
物
が
建
っ
て

い
る
部
分
は
本
市
の
所
有
で
す
が
、

駐
車
帯
・
歩
道
・
緑
地
に
つ
い
て
は
県
の

所
有
と
な
っ
て
い
ま
す
。
県
の
所
有
地
に

市
の
建
物
の
一
部
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と

が
明
ら
か
に
な
り
、
是
正
を
求
め
ら
れ
て
、

昨
年
全
体
の
測
量
を
行
い
、
現
在
県
と
協

議
中
で
す
。
今
後
、
用
地
取
得
後
に
関
係

者
と
協
議
し
な
が
ら
建
設
に
向
か
っ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

問

 

産
直
の
拡
張
に
つ
い
て
は
平
成
23

年
度
に
着
手
す
る
旨
の
答
弁
を
い

た
だ
い
て
い
る
。
ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て

進
め
て
ほ
し
い
。

答

 

平
成
23
年
当
時
は
県
の
土
地
が
一

部
含
ま
れ
て
い
る
と
い
う
状
況
を

把
握
し
て
お
ら
ず
、
即
座
に
着
手
可
能
と

い
う
答
弁
に
な
っ
た
も
の
。
測
量
結
果
が

出
し
だ
い
積
極
的
に
整
備
に
向
け
て
の
議

論
を
詰
め
て
ま
い
り
ま
す
。

成田克子
芳政会

●
児
童
虐
待
防
止
策
と
し
て
、新
ダ
イ
ヤ
ル

１
８
９
番（
い
ち
・
は
や
・
く
）の
周
知
徹
底
を

●
不
快
な
カ
ラ
ス
の
大
群
に
対
策
を

長谷川榮子
無所属

●
若
緑
団
地
の
建
て
替
え
計
画
は
あ
る
の
か

●
道
の
駅
も
り
た
ア
ー
ス
ト
ッ
プ
産
直

拡
張
計
画
の
そ
の
後
は



　 一 般 質 問 ここが聞きたい 各議員の質問と答弁の要旨を掲載しています。

6第46号－つがる市議会だより

問
 

消
防
署
再
編
検
討
委
員
会
の
協
議

は
ど
こ
ま
で
進
ん
で
い
る
の
か
。

答

 

本
定
例
会
に
「
つ
が
る
市
消
防
署

再
編
統
合
計
画
策
定
審
議
会
」
の

制
定
案
を
提
出
し
た
こ
ろ
で
あ
り
、
可
決

後
、
本
格
的
に
再
編
の
検
討
を
進
め
て
い

き
た
い
考
え
で
す
。
尚
、
審
議
会
は
市
議

会
議
員
、
自
治
会
代
表
、
消
防
団
代
表
等

で
構
成
さ
れ
ま
す
。

問

 

地
域
の
状
況
が
変
化
し
て
き
て
い

る
こ
と
で
も
あ
り
、
救
急
・
消
防

体
制
は
早
急
に
整
備
す
べ
き
と
考
え
る
。

計
画
性
を
持
っ
て
着
実
に
進
め
て
も
ら
い

た
い
。

答

 

再
編
に
つ
い
て
は
本
議
会
で
の
条

例
可
決
後
、
今
年
度
中
に
方
針
を

定
め
、
そ
の
後
、
審
議
会
に
お
い
て
最
終

案
を
策
定
し
、
31
年
4
月
か
ら
業
務
開
始

を
想
定
し
て
お
り
ま
す
。

問

 

平
成
29
年
度
が
利
用
の
期
限
と
さ

れ
て
い
る
車
力
地
区
の
一
般
廃
棄

物
処
分
場
は
、
既
に
満
杯
に
近
く
29
年
度

ま
で
は
も
た
な
い
と
思
う
が
、
市
の
見
通

し
は
ど
う
か
。

答

 

平
成
16
年
度
に
、
そ
れ
ま
で
の
埋

立
て
ゴ
ミ
を
破
砕
す
る
な
ど
残
余

容
量
を
拡
大
し
て
お
り
、
29
年
度
ま
で
利

用
可
能
と
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
ほ
か
2

地
区
の
処
分
場
の
終
了
時
期
も
迫
っ
て
お

り
、
新
た
な
最
終
処
分
場
の
建
設
に
向
け

作
業
を
進
め
て
お
り
ま
す
。
建
設
に
は
5

年
程
度
必
要
な
こ
と
か
ら
当
面
の
対
応
策

と
し
て
、
車
力
・
森
田
両
地
区
処
分
場
の

延
命
化
事
業
を
来
年
度
か
ら
実
施
し
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
平
成
33

年
度
、
32
年
度
ま
で
の
延
命
化
が
で
き
る

も
の
と
の
予
測
で
す
。

問
 

現
車
力
処
分
場
の
隣
接
地
を
新
建

設
用
地
と
し
て
は
ど
う
か
。

答

 
市
全
体
の
環
境
整
備
計
画
に
の
っ

と
っ
て
進
め
る
必
要
が
あ
る
と
考

え
ま
す
。
現
在
の
処
分
場
の
場
所
や
数
は

適
切
で
あ
る
か
と
い
っ
た
こ
と
か
ら
議
論

し
て
い
く
必
要
が
あ
り
、
行
政
上
適
切
に

対
処
し
つ
つ
住
民
が
希
望
す
る
形
に
添
う

よ
う
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

問

 

企
業
並
み
会
計
制
度
と
は
。

答

 

現
在
、
地
方
公
共
団
体
の
会
計
は
、

現
金
が
ど
れ
だ
け
収
入
さ
れ
支
出

さ
れ
た
か
と
い
う
事
実
に
基
づ
い
て
会
計

記
録
す
る
現
金
主
義
会
計
（
単
式
簿
記
）

方
式
が
多
く
を
占
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
に

対
し
、
企
業
会
計
で
は
、
現
金
以
外
の
収

益
・
費
用
・
負
債
等
の
増
減
も
同
時
に
管

理
す
る
発
生
主
義
会
計
（
複
式
簿
記
）
の

方
式
を
と
っ
て
お
り
ま
す
。
複
式
簿
記
で

は
単
式
簿
記
で
は
見
え
に
く
い
資
産
・
負

債
と
い
っ
た
ス
ト
ッ
ク
情
報
の
相
対
的
・

一
覧
的
な
把
握
が
可
能
と
な
り
、
住
民
や

議
会
、
外
部
に
対
す
る
わ
か
り
や
す
い
財

務
情
報
を
開
示
で
き
る
こ
と
や
、
財
政
運

営
や
政
策
形
成
を
行
う
た
め
の
基
礎
資
料

と
し
て
、
資
産
・
債
務
管
理
、
予
算
編
成
、

政
策
評
価
等
に
有
効
活
用
で
き
る
等
、
単

式
簿
記
に
よ
る
現
金
主
義
会
計
を
補
完
す

る
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

問
 

企
業
並
み
会
計
制
度
導
入
の
計
画

は
。

答
 

総
務
大
臣
の
要
請
に
よ
り
平
成
27

年
度
か
ら
28
年
度
末
ま
で
、
市
が

所
有
す
る
動
産
、
不
動
産
等
の
固
定
資
産

台
帳
を
整
備
し
ま
す
。
ま
た
、
平
成
29
年

度
末
ま
で
に
28
年
度
決
算
に
係
る
財
務
書

類
等
を
完
成
さ
せ
、
公
表
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

問

 

旧
木
造
中
央
公
民
館
建
設
計
画
の

そ
の
後
は
。

答

 

教
育
委
員
会
で
平
成
26
年
2
月
に

社
会
教
育
施
設
整
備
基
本
構
想
を

策
定
し
、
松
の
館
に
は
な
い
機
能
及
び
賄

（
ま
か
な
）
い
き
れ
な
い
機
能
の
み
を
、

松
の
館
隣
接
地
に
建
設
し
、
松
の
館
に
統

合
す
る
計
画
が
あ
り
ま
し
た
。
現
在
、
旧

木
造
中
央
公
民
館
に
お
い
て
行
っ
て
い
た

活
動
は
、
松
の
館
等
で
賄
わ
れ
て
お
り
、

木
造
地
区
の
公
民
館
等
の
建
設
に
つ
い
て

は
、
今
後
、
公
共
施
設
等
の
全
体
の
状
況

を
考
慮
し
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

問

 

木
造
地
区
以
外
の
老
朽
化
し
た
各

公
民
館
建
て
替
え
の
考
え
は
。

答

 

稲
垣
公
民
館
に
つ
い
て
は
、
活
動

の
場
所
を
近
く
の
公
共
施
設
に
移

す
予
定
で
す
。
森
田
公
民
館
は
今
年
度
、

外
壁
等
の
改
修
工
事
を
行
い
、
建
物
の
長

寿
命
化
に
努
め
て
お
り
ま
す
。
今
後
、
人

口
減
少
等
に
よ
り
公
共
施
設
の
利
用
需
要

の
変
化
が
予
想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
全
体

の
状
況
を
把
握
し
長
期
的
な
視
野
に
立
っ

て
考
え
て
ま
い
り
ま
す
。

松橋勝利
無所属

●
消
防
再
編
検
討
委
員
会
の
議
論
の
現
状
は

●
車
力
地
区
一
般
廃
棄
物
処
分
場
の

今
後
の
見
通
し
は

平 川　 豊
五和会

●
企
業
並
み
会
計
制
度
導
入
の
計
画
は

●
旧
木
造
中
央
公
民
館
及
び
各
地
域
の
老
朽
化

し
た
公
民
館
の
建
て
替
え
を
ど
う
考
え
る



　 一 般 質 問 ここが聞きたい 各議員の質問と答弁の要旨を掲載しています。

7 つがる市議会だより－第46号

問
 

市
内
の
空
き
家
件
数
は
。

答

 

平
成
27
年
4
月
1
日
現
在
で
、
2

9
7
件
で
す
。
う
ち
、
危
険
度
が

高
い
と
思
わ
れ
る
も
の
が
24
件
と
な
っ
て

い
ま
す
。

地区別件数

地区

木造

森田

柏

稲垣

車力

空家数

108

59

14

44

72

危険度の
高いもの

12

5

1

2

4

問

 

空
き
家
を
現
状
維
持
し
た
場
合
と

解
体
し
た
場
合
の
固
定
資
産
税
の

違
い
は
。

答

 

家
屋（
固
定
資
産
税
上
で
は「
家
屋
」

と
な
る
）
が
あ
る
場
合
、
2
0
0

㎡
ま
で
は
住
宅
用
地
の
評
価
額
の
6
分
の

1
、2
0
0
㎡
を
超
え
る
部
分
は
3
分
の

1
が
課
税
標
準
額
に
な
り
、
こ
れ
に
税
率

を
か
け
て
税
額
を
算
出
す
る
特
例
措
置
を

受
け
て
い
ま
す
。
解
体
し
て
更
地
に
し
た

場
合
は
非
住
宅
用
地
と
し
て
課
税
さ
れ
、

前
述
の
特
例
措
置
が
な
く
な
り
、
土
地
の

評
価
額
に
税
法
上
の
負
担
調
整
措
置
で
あ

る
0．7
を
乗
じ
た
額
を
課
税
標
準
額
に
す
る

こ
と
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

問

 

空
き
家
の
所
有
者
に
対
し
て
指
導

ま
た
は
助
言
、
勧
告
、
命
令
、
公

表
、
代
執
行
な
ど
が
行
わ
れ
た
こ
と
は
あ

る
の
か
。
ま
た
、
空
き
家
バ
ン
ク
の
よ
う

な
も
の
を
整
備
し
て
い
く
考
え
は
あ
る
か
。

答

 

条
例
に
基
づ
く
勧
告
等
は
、
指
導

１
件
（
木
造
）、勧
告
3
件
（
木
造
・

柏
・
車
力
）
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
今
後
、

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
や
空
き
家
等
対
策
計
画

を
策
定
し
て
ま
い
り
ま
す
。

問

 

稲
わ
ら
の
収
集
を
予
定
し
て
い
る

面
積
は
。
ま
た
、
収
集
団
体
数
は
。

答
 

今
年
度
申
請
さ
れ
て
い
る
面
積
は

1
0
4
1
㌶
。
収
集
団
体
は
個
人

・
団
体
含
め
28
名
（
木
造
地
区
9
、
稲
垣

地
区
9
、車
力
地
区
8
、市
外
2
）
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

問

 

稲
わ
ら
は
流
通
の
シ
ス
テ
ム
を
確

立
で
き
れ
ば
ビ
ジ
ネ
ス
に
な
る
と

考
え
る
。
以
前
行
わ
れ
て
い
た
す
き
込
み

事
業
の
主
管
は
ど
こ
か
。ま
た
、飼
料
用
米

と
関
連
す
る
稲
わ
ら
の
助
成
金
の
よ
う
に

畑
作
農
家
へ
の
助
成
金
に
つ
い
て
何
ら
か

の
手
立
て
を
講
じ
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

答

 

平
成
19
年
か
ら
5
年
間
、「
つ
が
る

市
稲
わ
ら
有
効
活
用
推
進
協
議
会
」

が
県
か
ら
の
助
成
金
を
受
け
、
柏
、
森
田

地
区
1
4
0
㌶
で
実
施
し
て
い
ま
し
た
。

畑
作
農
家
へ
の
助
成
金
は
現
在
は
な
い
も

の
の
、
間
接
的
に
で
す
が
稲
わ
ら
売
買
の

マ
ッ
チ
ン
グ
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

問

 

平
成
24
・
25
・
26
各
年
度
の
本
市

の
自
主
財
源
額
は
。

答

 

各
年
度
の
数
値
は
次
の
と
お
り
。

（
端
数
切
捨
て
）

自
主
財
源

歳
入
構
成
比
に

占
め
る
割
合

前
年
度
比

24年度
41
億9

千
万
円

17
・
8
％

̶

25年度
41
億
1
千

2
0
0
万
円

16
・
8
％

1
・
8
％
減

26年度
45
億
8
千

8
0
0
万
円

18
・
2
％

11
・
6
％
増

※ 

26
年
度
増
額
の
要
因
は
寄
付
金
（
ふ
る
さ

と
納
税
）
の
増
額
、
繰
入
金
（
地
域
の
元

気
臨
時
基
金
）
の
増
額
に
よ
る
。

問

 

自
主
財
源
確
保
の
た
め
の
取
り
組

み
は
。

答

 

市
民
生
活
に
は
ね
か
え
る
使
用

料
・
手
数
料
を
上
げ
る
方
法
は
当

然
避
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
使
用
し

て
い
な
い
市
有
財
産
は
極
力
売
り
払
う
方

針
で
す
。
現
在
見
直
し
て
い
る
の
が
ふ
る

さ
と
納
税
で
あ
り
、
寄
付
方
法
を
見
直
し
、

記
念
品
の
物
産
メ
ニ
ュ
ー
を
増
や
し
た
結

果
、
8
月
末
現
在
、
申
込
件
数
が
既
に
昨

年
を
上
回
っ
て
お
り
ま
す
。

問

 

つ
が
る
市
Ｐ
Ｒ
の
積
極
的
な
発
信

方
法
と
し
て
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
活
用

し
て
は
ど
う
か
。

答

 

青
森
ね
ぶ
た
参
加
の
折
、
チ
ラ
シ

と
つ
が
る
ブ
ラ
ン
ド
の
う
ち
わ
に

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
印
刷
し
ま
し
た
。
接
続
先

は
、
つ
が
る
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
の
つ
が

る
ブ
ラ
ン
ド
で
す
。
ま
た
、
市
役
所
玄
関

ホ
ー
ル
案
内
板
に
も
印
刷
さ
れ
て
お
り
、

市
役
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
接
続
さ
れ
ま
す
。

商
店
広
告
は
各
商
店
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
つ

な
が
り
メ
ニ
ュ
ー
や
店
へ
の
経
路
等
が
検

索
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
、

市
で
は
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
そ
の
も
の
が
普
及
し

て
い
な
い
た
め
、
今
後
活
用
方
法
、
情
報

の
内
容
に
つ
い
て
検
討
し
て
ま
い
り
た
い

と
思
い
ま
す
。

問

 

市
長
は
じ
め
、
職
員
の
名
刺
に
Ｑ

Ｒ
コ
ー
ド
を
入
れ
Ｐ
Ｒ
に
活
用
で

き
な
い
か
。

答

 

費
用
も
さ
ほ
ど
か
か
ら
な
い
こ
と

か
ら
前
向
き
に
検
討
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

齊 藤　 渡
無所属

●
市
の
空
き
家
対
策
の
動
き
は

●
稲
わ
ら
の
活
用
を
推
進
す
べ
き
で
は

三 上　 洋
芳政会

●
市
の
自
主
財
源
確
保
の
た
め
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
の

活
用
な
ど
新
た
な
取
り
組
み
を



　 一 般 質 問 ここが聞きたい 各議員の質問と答弁の要旨を掲載しています。

8第46号－つがる市議会だより

問
 

市
内
の
悪
臭
発
生
の
実
態
を
把
握

し
て
い
る
か
。
ま
た
、
対
策
は
。

答

 

丸
山
周
辺
の
悪
臭
の
苦
情
が
年
に

数
件
程
度
寄
せ
ら
れ
て
お
り
、
同

地
区
養
豚
場
で
の
堆
肥
の
切
り
返
し
や
搬

出
の
際
に
発
生
す
る
と
報
告
さ
れ
て
い
ま

す
。
市
で
は
、
脱
臭
装
置
の
設
置
や
年
8

回
の
臭
気
と
毎
月
の
水
質
報
告
の
義
務
を

課
し
て
お
り
ま
す
。
現
状
は
基
準
以
下
と

な
っ
て
お
り
、
風
向
き
を
考
慮
し
て
堆
肥

の
切
り
返
し
を
行
う
こ
と
や
完
熟
前
の
堆

肥
は
外
部
に
出
さ
な
い
こ
と
な
ど
指
導
し

て
お
り
ま
す
。

問

 

教
育
委
員
会
で
計
画
し
て
い
た
図

書
館
等
建
設
の
構
想
は
現
在
ど
の

よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

答

 

社
会
教
育
施
設
整
備
基
本
構
想
と

し
て
、
旧
木
造
中
央
公
民
館
の
老

朽
化
と
図
書
館
要
望
を
踏
ま
え
、
複
合
施

設
と
し
て
整
備
す
る
と
い
う
構
想
が
あ
り

ま
し
た
。
し
か
し
、
公
民
館
は
耐
震
性
の

問
題
か
ら
利
用
者
の
安
全
確
保
の
観
点
に

立
ち
廃
止
し
、
こ
れ
に
替
え
て
松
の
館
等

で
活
動
を
継
続
で
き
て
お
り
ま
す
。
こ
の

こ
と
か
ら
複
合
施
設
で
は
な
く
図
書
館
の

み
の
建
設
が
現
実
的
で
す
が
、
多
額
の
財

源
が
必
要
で
あ
り
、
維
持
補
修
費
等
も
考

慮
し
、
時
代
に
合
わ
せ
規
模
修
正
が
可
能

な
方
法
で
図
書
館
整
備
を
図
っ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

問

 

教
育
委
員
会
で
考
え
て
い
る
図
書

館
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。
ま

た
、
イ
オ
ン
モ
ー
ル
つ
が
る
柏
よ
り
図
書

館
誘
致
の
提
案
が
あ
る
と
の
こ
と
だ
が
、

ど
の
よ
う
な
考
え
方
に
立
っ
た
も
の
か
。

答

 

図
書
館
利
用
者
し
か
行
か
な
い
と

い
う
固
定
概
念
を
一
変
さ
せ
た
、

幅
広
い
世
代
が
気
軽
に
立
ち
寄
れ
る
ス
タ

イ
ル
の
図
書
館
を
整
備
し
、
子
ど
も
か
ら

年
配
者
ま
で
の
居
場
所
づ
く
り
と
、
普
段

図
書
館
を
利
用
し
な
い
人
に
も
本
と
接
す

る
機
会
を
提
供
す
る
環
境
を
整
備
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
イ
オ
ン

モ
ー
ル
株
式
会
社
か
ら
は
本
年
6
月
、

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
内
に
市
立
図
書

館
設
置
に
つ
い
て
提
案
が
あ
り
ま
し
た
。

市
最
大
の
集
客
機
能
と
図
書
館
の
複
合
に

よ
り
、
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
の
活
性
化

を
図
り
、
出
会
い
、
発
見
、
新
し
い
文
化

が
生
ま
れ
る
拠
点
の
形
成
に
よ
り
、
市
民

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
教
育
・
健
康
・
子
育

て
・
雇
用
等
に
寄
与
す
る
と
と
も
に
、
日

本
初
の
施
設
と
し
て　

つ
が
る
市
を
Ｐ
Ｒ

で
き
る
と
し
た
提
案
で
す
。

問

 

飼
料
用
米
に
対
す
る
交
付
金
は
来

年
度
以
降
も
こ
の
ま
ま
の
金
額
な

の
か
。
ま
た
、
こ
の
制
度
は
い
つ
ま
で
続

く
の
か
。

答

 

現
在
の
と
こ
ろ
交
付
単
価
を
変
更

す
る
等
の
情
報
は
入
っ
て
お
り
ま

せ
ん
。
確
定
し
次
第
、
農
家
に
周
知
し
て

ま
い
り
ま
す
。
制
度
の
継
続
に
つ
い
て
で

す
が
、
国
が
平
成
27
年
3
月
に
策
定
し
た

「
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
計
画
」
の
中

に
「
米
政
策
改
革
の
着
実
な
推
進
、
飼
料

用
米
等
、
戦
略
作
物
の
生
産
拡
大
」
と
い

う
項
目
が
あ
り
、
平
成
37
年
の
生
産
努
力

目
標
を
1
1
0
万
ト
ン
と
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
平
成
37
年
度
産
ま
で
は

続
く
も
の
と
考
え
ま
す
。

問

 

商
系
及
び
Ｊ
Ａ
に
お
け
る
飼
料
用

米
の
保
管
場
所
が
満
杯
と
聞
い
て

い
る
。
ま
す
ま
す
増
え
る
こ
と
が
予
想
さ

れ
る
こ
と
か
ら
、
国
、
県
に
保
管
場
所
に

つ
い
て
要
望
し
て
は
ど
う
か
。

答
 

本
市
で
の
主
な
商
系
の
取
引
先
は
、

ト
キ
ワ
養
鶏
、
木
村
牧
場
で
、
飼

料
用
米
の
5
割
を
占
め
て
お
り
ま
す
。
取

引
農
家
に
よ
る
と
、
新
規
の
取
引
は
控
え

て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
受
け
入
れ

先
の
商
系
で
は
利
用
す
る
分
の
倉
庫
は
確

保
し
て
い
る
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

飼
料
用
米
の
取
り
扱
い
が
大
き
い
Ｊ
Ａ
つ

が
る
に
し
き
た
で
は
、
出
荷
条
件
は
あ
る

が
申
し
出
が
あ
れ
ば
対
応
し
て
い
く
と
し

て
い
ま
す
。
保
管
場
所
に
対
す
る
要
望
に

つ
い
て
で
す
が
、
畜
産
、
耕
種
農
家
で
そ

れ
ぞ
れ
保
管
場
所
設
置
の
補
助
事
業
が
あ

り
ま
す
。
た
だ
、
大
規
模
施
設
が
該
当
と

な
る
こ
と
か
ら
、
今
後
、
小
規
模
保
管
倉

庫
設
置
等
の
補
助
事
業
創
出
に
つ
い
て
要

望
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

問

 

ナ
ラ
シ
対
策
へ
の
加
入
率
は
、
本

年
は
ど
れ
く
ら
い
に
な
っ
て
い
る

の
か
。

答

 

今
年
度
は
、
市
の
米
価
下
落
対
策

の
支
援
や
、
今
後
の
米
価
に
対
す

る
不
安
か
ら
、
加
入
者
1
2
3
0
件
、
面

積
で
4
4
5
0
㌶
と
、
昨
年
度
に
比
較
し

約
2
倍
の
農
業
者
が
加
入
し
て
お
り
ま
す
。

問

 

平
成
30
年
産
米
か
ら
減
反
政
策
が

廃
止
さ
れ
る
事
に
つ
い
て
農
家
に

浸
透
し
て
い
る
か
。

答

 

チ
ラ
シ
の
配
布
や
説
明
会
を
実
施

し
て
お
り
ま
す
。
農
家
に
も
経
営

に
つ
い
て
再
考
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

伊藤良二
無所属

●
市
内
の
悪
臭
改
善
を

●
図
書
館
建
設
の
現
状
は

佐々木敬藏
芳政会

●
農
業
行
政
を
問
う



9 つがる市議会だより－第46号9

委
員
長平　

川　
　
　

豊

　

今
定
例
会
の
予
算
・
決
算
特
別
委
員

会
で
は
、
27
年
度
の
各
会
計
補
正
予
算

及
び
26
年
度
の
各
会
計
歳
入
歳
出
決
算

に
つ
い
て
審
査
し
ま
し
た
。
主
な
質
問

及
び
答
弁
は
次
の
と
お
り
で
す
。

議
案
第
76
号

平
成
27
年
度
つ
が
る
市
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
5
号
）

問

 

松　

橋　

勝　

利
委
員

農
林
水
産
業
費
の
多
面
的
機
能
支

払
事
業（
旧
農
地
・
水
保
全
管
理
共
同
活
動

支
援
事
業
）
に
お
け
る
各
団
体
へ
の
指
導

の
方
法
は
。

答

 

市
と
土
地
改
良
区
で
行
っ
て
お
り
、

計
画
段
階
で
は
内
容
が
適
正
で
あ

る
か
を
見
て
適
正
さ
に
欠
け
る
場
合
は
指

導
し
て
い
る
。
実
績
提
出
段
階
で
は
当
初

計
画
に
沿
っ
て
行
わ
れ
て
い
る
か
を

チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
る
。

問
 

長
谷
川　

榮　

子
委
員

衛
生
費
の
備
品
と
し
て
衣
類
リ
サ

イ
ク
ル
回
収
ボ
ッ
ク
ス
が
計
上
さ
れ
て
い

る
。
非
常
に
良
い
事
業
だ
と
思
う
が
設
置

場
所
が
あ
ま
り
周
知
さ
れ
て
い
な
い
。
市

内
各
地
区
に
1
か
所
ず
つ
の
設
置
を
検
討

願
う
。

答

 

衣
類
リ
サ
イ
ク
ル
回
収
ボ
ッ
ク
ス

の
事
業
は
、
平
成
26
年
度
か
ら
実

施
し
、
現
在
は
イ
オ
ン
モ
ー
ル
柏
食
品
館

の
西
入
口
に
設
置
し
て
い
る
。
今
回
は
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
（
旧
老
人
福
祉
セ

ン
タ
ー
）
に
設
置
の
た
め
の
補
正
。
今
後

も
増
や
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

議
案
第
80
号

平
成
26
年
度
つ
が
る
市
一
般
会
計
歳
入
歳

出
決
算
の
認
定
を
求
め
る
の
件

問

 

松　

橋　

勝　

利
委
員

前
年
度
よ
り
徴
収
率
が
上
が
っ
て

い
る
こ
と
は
評
価
す
る
が
、
い
く
つ
か
の

項
目
で
不
納
欠
損
額
が
増
加
し
て
い
る
。

税
金
は
最
も
重
要
な
自
主
財
源
で
あ
り
、

苦
し
い
な
か
完
納
し
て
い
る
納
税
者
も
多

い
。
不
納
欠
損
を
出
さ
な
い
た
め
ど
の
よ

う
な
対
策
を
と
っ
て
い
る
の
か
。

答

 

不
納
欠
損
の
ほ
と
ん
ど
は
、
生
活

保
護
、
長
期
の
病
気
等
に
よ
る
収

入
の
減
少
、
破
産
や
親
の
借
金
な
ど
様
々

な
事
情
に
よ
る
滞
納
が
元
と
な
り
生
じ
て

い
る
。
滞
納
額
を
減
少
さ
せ
る
た
め
臨
戸

徴
収
、
個
別
面
談
、
電
話
催
告
、
預
貯
金

調
査
、
差
し
押
さ
え
な
ど
、
様
々
な
方
法

を
と
っ
て
い
る
が
、
ま
ず
は
現
年
度
分
の

未
済
額
を
増
や
さ
な
い
よ
う
、
昨
年
4
月
、

収
納
強
化
対
策
プ
ラ
ン
を
改
訂
し
て
徴
収

に
取
り
組
ん
で
い
る
。
滞
納
分
に
つ
い
て

は
、
特
別
滞
納
整
理
強
化
月
間
を
新
設
し

時
間
を
延
長
し
て
臨
戸
徴
収
、
電
話
催
告

等
を
実
施
。
ま
た
、
西
北
県
民
局
や
市
町

村
税
滞
納
整
理
機
構
と
共
同
で
集
中
臨
戸

徴
収
を
実
施
す
る
な
ど
収
納
対
策
を
強
化

し
て
い
る
。
早
期
に
何
度
で
も
足
を
運
ん

で
滞
納
者
の
実
情
、
状
況
を
把
握
し
滞
納

相
談
を
実
施
し
て
い
く
こ
と
が
滞
納
額
減

少
、
ひ
い
て
は
不
納
欠
損
額
減
少
に
つ
な

が
る
も
の
と
考
え
る
。
今
後
も
全
力
で
徴

収
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

問

 

長
谷
川　

榮　

子
委
員

農
林
水
産
業
費
の
人
・
農
地
問
題

解
決
加
速
化
支
援
事
業
で
は
ど
の
よ
う
な

問
題
を
取
り
上
げ
て
い
る
の
か
。
ま
た
、

新
規
就
農
者
へ
の
市
の
指
導
は
ど
の
よ
う

に
行
っ
て
い
る
の
か
。

答

 

今
現
在
は
、
地
区
の
農
業
の
担
い

手
、
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
問
題
を
取

り
上
げ
て
い
る
。
新
規
就
農
者
へ
の
指
導

は
、
年
2
回
計
画
書
と
実
績
を
提
出
い
た

だ
き
、
そ
れ
を
も
と
に
指
導
。
ま
た
、
市

で
開
催
の
研
修
な
ど
勉
強
会
も
実
施
し
て

い
る
。

二
十
七
年
度
補
正
と
二
十
六
年
度
決
算

の
審
査
状
況
を
お
伝
え
し
ま
す

予
算
・
決
算
特
別
委
員
会
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今
定
例
会
で
は
、
伊
藤
良
二
議
員
に

よ
る
総
括
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
。
内
容

の
一
部
を
掲
載
し
ま
す
。

問

 

平
成
26
年
度
の
各
財
政
指
標
は
。

答

 

左
記
の
と
お
り
。

問

 

市
の
定
員
管
理
の
状
況
は
。
ま
た
、

ラ
ス
パ
イ
レ
ス
指
数（
注
）は
。

（
注
）
国
家
公
務
員
の
給
与
を
1
0
0
と
し
た
場

　
　

合
の
地
方
公
務
員
行
政
職
の
給
与

答

 

平
成
23
年
度
か
ら
27
年
度
ま
で
の

5
カ
年
計
画
で
97
人
削
減
と
設
定

し
て
お
り
ま
し
た
が
、
計
画
よ
り
15
人
多

い
1
1
2
人
の
削
減
で
、
本
年
度
の
職
員

数
は
4
6
8
人
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
ラ

ス
パ
イ
レ
ス
指
数
は
94
・
5
で
す
。

問

 

今
後
5
年
間
の
普
通
交
付
税
の
減

額
状
況
は
。

答
 

こ
れ
ま
で
25
億
円
の
減
少
と
説
明

し
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
本
年

の
交
付
税
算
定
結
果
を
見
る
と
、
約
19
億

円
の
減
少
と
見
込
ま
れ
ま
す
。
国
か
ら
の

経
費
加
算
が
あ
り
、
減
少
幅
が
6
億
円
ほ

ど
縮
小
し
た
も
の
で
す
。
総
務
省
が
平
成

の
大
合
併
で
誕
生
し
た
自
治
体
に
特
例
分

の
7
割
程
度
を
継
続
し
て
受
け
取
れ
る
よ

う
、
新
た
な
財
政
支
援
策
と
し
て
決
定
し

た
こ
と
に
よ
り
ま
す
。

問

 

市
の
財
政
は
、
現
在
ど
の
よ
う
な

状
況
な
の
か
。

答

 

健
全
化
の
判
断
比
率
も
基
準
内
で

あ
り
、
こ
の
ま
ま
維
持
で
き
れ
ば

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
た
だ
、
今
後
の
厳

し
い
状
況
を
鑑
み
、
基
金
を
で
き
る
だ
け

積
み
増
し
し
て
、
将
来
世
代
に
負
担
の
な

い
よ
う
今
で
き
る
こ
と
を
最
大
限
努
力
し

て
お
く
事
が
重
要
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。

　

平
成
27
年
8
月
17
日
、
第
3
回
臨
時
会
が
開
催
さ
れ
、
次
の
5
議
案
を
可
決
し
ま

し
た
。

議
案
第
71
号　

専
決
処
分
し
た
事
項
の
報
告
及
び
承
認
を
求
め
る
の
件

（
つ
が
る
市
過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画
の
一
部
変
更
）

議
案
第
72
号　

平
成
27
年
度
つ
が
る
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
4
号
）

　

※
青
森
県
西
部
海
区
漁
業
調
整
委
員
会
委
員
補
欠
選
挙
に
伴
う
補
正

議
案
第
73
号　

工
事
の
請
負
契
約
の
件

（（
仮
称
）
車
力
地
区
統
合
小
学
校
建
設
工
事
）

　

契
約
の
相
手
方　

株
式
会
社　

伊
藤
鉱
業

　

請

負

代

金　

16
億
5
2
4
0
万
円
（
消
費
税
込
）

議
案
第
74
号　

工
事
の
請
負
契
約
の
件

（
森
田
小
学
校
大
規
模
改
造
工
事
）

　

契
約
の
相
手
方　

株
式
会
社　

乳
井
建
設

　

請

負

代

金　

2
億
5
8
7
6
万
8
千
円
（
消
費
税
込
）

議
案
第
75
号　

財
産
の
取
得
の
件

（（
仮
称
）
つ
が
る
市
総
合
健
診
セ
ン
タ
ー
建
設
用
地
（
6
0
9
8
・
1
7
㎡
））

　

契
約
の
相
手
方　

つ
が
る
市
木
造
中
館　

川
嶋　

和
夫

　

取

得

価

格　

8
5
6
1
万
1
7
0
1
円

第 3回
臨時会
（
仮
称
）車
力
地
区
統
合
小
学
校
建
設
工
事

請
負
契
約
締
結
の
提
案
を
可
決

総
括
質
疑

【】内は前年度比
実質公債費比率 　13．3％【－1．2】
（一般財源の規模に対する公債費の割合を示したもの）

将来負担比率　133．3％【－4．8】
（一般会計が将来負担すべき実質的な負債を指標化した
もの）

財 政 力 指 数　　0．23  【横ばい】
（行政活動を行う財源をどのくらい自力で調達できるか
を示すもの）

経常収支比率 　86．0％【＋2．3】
（人件費などの経常的な経費に対して一般財源がどれ位
あるかを表すもの）
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10
月
14
日
、
総
務
常
任
委
員
会
で
は
、

老
朽
化
が
進
む
消
防
分
署
、
分
遣
所
を

巡
回
。
消
防
署
員
の
説
明
を
受
け
な
が

ら
施
設
・
配
置
車
両
を
中
心
に
視
察
し

ま
し
た
。
視
察
終
了
後
は
消
防
本
部
に

お
い
て
火
災
・
事
故
の
発
生
状
況
、
そ

れ
に
対
す
る
出
動
状
況
や
所
要
時
間
は

じ
め
、
今
後
の
消
防
署
再
編
等
に
つ
い

て
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。
委
員
か
ら

も
活
発
に
質
問
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

稲　

垣　

分　

署

所
管
事
務
調
査

請　

願

■
請
願
第
1
号

　

知
的
障
害
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
建
築
計
画
に
伴
う
周
辺
整
備
に
関

す
る
請
願
（
街
灯
設
置
）

請
願
人　

社
会
福
祉
法
人
健
誠
会　

理
事
長　

小
林　

澄
雄

議
決
結
果　

採
択
（ 

継
続
審
査
中
だ
っ
た
が
、
建
築
計
画
の
許
可

が
お
り
た
事
と
、
利
用
者
の
安
全
、
業
者
の

出
入
り
な
ど
交
通
量
を
勘
案
し
採
択
と
し
た
）

■
請
願
第
4
号

稲
垣
町
鶴
見
里
・
細
沼
地
区
の
融
雪
溝
設
置
に
関
す
る
請
願

請
願
人　

鶴
見
里
自
治
会　

会
長　

蝦　

名　
　
　

貫

　
　
　
　
　

細
沼
自
治
会　

会
長　

尾　

野　

武　

平

議
決
結
果　

不
採
択
（ 

住
宅
密
集
度
、
利
用
頻
度
、
緊
急
性
等
を

総
合
判
断
し
不
採
択
と
な
っ
た
）

爆弾低気圧による
暴風被害を視察

　加工業者への落果引取りについて働きか
けるよう市に要望

　平成27年10月 3 日㈯、議員団は暴風被害の特

に大きかった柏地区のりんご園地を視察。柏地

区全体で140㌶（ 2 割）の被害とのことだが、

わい化樹が根こそぎ倒れているケースも見られ、

また、樹上損傷（擦り傷）が多大で、落果と合

わせると実質的な被害は 2割以上となる。議員

からは市に対し、加工業者や農協に落下リンゴ

の引取りを拡大するよう働きかけてほしい旨な

どを要請した。

行政視察来庁 岐阜県高山市議会
産業文教委員会　10名

視察テーマ 小学校の統合について
　平成27年 8 月21日、上記のテーマで当市に行政視

察があり、議長ほか教育委員会から教育部長、総務

係長が出席。説明後、質疑に応じました。
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　 8月18日、ボランティア連絡協議会主催
の車いす体験活動に議員も参加。議場も対
象となり、段差での車いすの操作法等を確
認。参加者からは傍聴席への移動について
の要望が寄せられました。

これまでの議会の活動
の一部を紹介します

（議長・副議長・議員団）

■
市
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

委
員
長　

三　

上　
　
　

洋

副
委
員
長　

平　

川　
　
　

豊

委　
　

員　

伊　

藤　

良　

二

佐
々
木　

直　

光

佐　

藤　

孝　

志

佐
々
木　

敬　

藏

田　

中　
　
　

透

　

今
年
の
馬
ね
ぶ
た
パ
レ
ー
ド
は
、

合
併
十
周
年
、
節
目
の
年
、
東
京

デ
ィ
ズ
ニ
ー
リ
ゾ
ー
ト
・
ス
ペ

シ
ャ
ル
パ
レ
ー
ド
と
千
葉
県
柏
市

立
柏
高
校
吹
奏
楽
部
の
参
加
も
あ

り
、
過
去
に
な
い
盛
大
な
パ
レ
ー

ド
に
大
き
な
感
動
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
さ
て
、
収
穫
の
秋
、
こ
の

広
報
が
市
民
の
皆
さ
ん
に
届
く
頃

に
は
、
稲
刈
り
・
り
ん
ご
の
収
穫

も
一
段
落
し
、
ほ
っ
と
一
息
つ
い

て
い
る
頃
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

今
議
会
で
議
員
定
数
を
18
名
に

削
減
し
ま
し
た
。
市
民
の
声
が
市

政
に
届
き
に
く
く
な
る
な
ど
反
対

討
論
も
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

本
市
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
、

稲
作
に
お
け
る
米
価
の
低
迷
、
人

口
減
少
、
自
主
財
源
の
確
保
な
ど

厳
し
い
状
況
が
予
想
さ
れ
る
こ
と

か
ら
、
議
員
自
ら
が
身
を
切
る
改

革
を
示
し
、
な
お
一
層
そ
の
責
任

を
自
覚
し
、
議
会
の
運
営
、
市
政

発
展
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

（
佐
藤　

記
）

　

編

集

室

クール
つがる

№

8 月 2 日～ 3日 首都圏トップセールス（東京）

9 日 第 3回メロン・スイカフェスティバル

15日 つがる市成人式

21日 行政視察来庁　岐阜県高山市議会

25日 議会改革検討特別委員会

27日 議会運営委員会

30日 馬ねぶたパレード・新田火まつり

9 月　　　 1日 つがる市福祉顕彰式

3 日 第 3回市議会定例会開会

7 日～ 8日 本会議（一般質問）

9 日～10日 予算・決算特別委員会

14日 総務常任委員会・教育民生常任委員会

15日 経済建設常任委員会

18日 第 3回市議会定例会閉会

26日 津軽まほろば会定期総会（東京）

10月　　　11日 つがる市社会福祉大会

14日 総務常任委員会所管事務調査

20日～22日 教育民生常任委員会行政視察

21日～23日 総務常任委員会行政視察

26日 全国市議会議長会基地協議会東北部会総会（三沢）

29日 つがる市表彰式

こちら

発行／つがる市議会　〒038‒3192 青森県つがる市木造若緑61‒1 TEL0173‒42‒1118（直通） http://www.city.tsugaru.aomori.jp

小
お

笠
がさ

原
わら

俊
しゅんや

也さん
　つがる市のクール（良質なもの・頑張っているひとetc）
をジャンルを問わず随時紹介してまいります。

編 集室から　取材してみて、飛躍のための風を待つ大鷲が岩場から地上を見渡している、というような印象を
持ちました。実績と行動力、発想力のある農業者側と目的を一にする支援側（議会、行政やＪＡなど関係機関）
がタッグを組めば、市の農業、ひいては市全体の活性化ももはや理想論ではなくなります。練り上げて歩を
進めるべきであり、農業活性化検討特別委員会が立ち上がった今年はまさに好機と確信しました。

　今回は、特別栽培米など、こだわりの農産物生産に取り組んでい
る小笠原俊也さん（木造吉見）です。

　米・大豆・ネギ・ブロッコリー・ニンニク

　プロとして手間暇かけたおいしい米を作りたかった。
それが、とりもなおさず収益アップにつながると考えた。
　TPP締結を控え、生産者の収益向上に貢献する仕組
みづくりが急務。具体例としては、不足している米倉

庫を広域で建設、拠点化し、航路（船）で出荷する。これにより西日本
への販売を低コストで実現でき輸出も視野に入ってくると考える。

　広域的観点に立ち、米の生産地区を目的別に特化。
そんな構想を持つ。

◆議会に望むもの　地域に入り現場の声を吸い上げてほしい。姿が見たい。

手掛けて
いる作物

農業の現状
に思うこと

今後の展望

特別栽培米を作り
はじめたきっかけ


